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(4) ロール径比が 0.02<D0/DR<0.1の条件下では同一な工具形状で減径効果を得ることができる． 
(5) 各線材の径で最適なロール荷重が存在する． 
(6) ロールと線材との接触位置が，本加工法の減径効果に影響を及ぼしていると考えられる． 
(7) 本加工機において，D0=1.0mm，張力 TB=45MPa，クラッシュ F=22Nの時最大減径率 Rd=9%
を達成した．本加工法を用いることによって，伸線加工が行えることが，実験でも示された． 
(8) 線材の径に依らず，ロール径比が 0.02<D0/DR<0.1の条件下で，張力とクラッシュを付与する
ことにより減径率が得ることができることが実験でも示された． 
(9) 加工後の偏径差は，各線材径で 0.003mm以下であることから，成形後の断面も比較的真円に
近いことが確認できた． 
(10)線材の径が小さくなるにともない，減径率が上昇するが，これは線材の回転数，線材とロー
ルの接触面積，ロール荷重が断面形状の変形に影響を及ぼしていると考えられる．  
 
